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▽令和３年度 第２回常任理事会について 
 

ご案内の通り、全国大会が今年度もオンライ

ン開催となったため、第２回常任理事会は文書

による承認に代えることとなりました。12月

17 日に郵送により下記議案を常任理事の方々

へお送りし、12 月 24日を回答期限として審

議いただきました。回答いただいた結果、すべ

ての議案について承認いただきました。 

1 月初旬に、第２回文書理事会として各加盟

団体へ議案を郵送し、審議・回答をいただく予

定です。 

＜議案＞ 

「令和３年度事業経過報告書（案）」 

「令和３年度中間決算報告書（案）」 

「令和４年度事業計画概要（案）」 

 

 

                                             

▽講師派遣事業 

令和３年度メディア研修特別講演会（新潟県） 
 

 令和３年度の全視連の講師派遣事業を活用

して、静岡大学教育学部准教授の塩田真吾氏の

講演が標記研修会において実施されました。 

１．主催 新潟県立生涯学習推進センター 

２．趣旨 

 情報化の進展や、生涯学習の推進を目指し、

ＩＣＴを活用して県民の生涯学習活動を支援

する担当者・指導者を育成する。 

３．日時 11 月２日（火）13:30～16:30 

４．会場 新潟県立生涯学習推進センター 

５．参加者 

 ３８名（リモート３２名、サテライト会場６

名） 

６．講師 塩田真吾氏（静岡大学教育学部准教

授） 

７．講演テーマ 
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Zoomホスト PCの様子 

 

「情報モラル教育を推進するには～一人一

台端末時代における情報モラル教育～」 

８．講演内容の要旨 

・指導のポイント１―情報モラル教育として大

切なのは、トラブル事例の提示だけではなく、

問題を「自分のこと」として自覚させ、安易

な結論を与えず、どのように対応すればよい

かをさまざまな状況で考え続けさせること。 

・指導のポイント２－ルール作りについて、次

の３点が大切。①ルールの中の「曖昧さ」を

考えさせる。②作って終わりではなく、その

ルールを守るための工夫を考えさせる。③タ

イムマネジメントの力を身に付けさせる。 

９．成果（参加者記述より抜粋） 

・情報モラル教育は、これまで以上に重要にな

ります。低学年からしっかりと教育しておく

ことで、情報モラルを身に付けた大人にしな

ければなりません。「使用させない、しない」

の背後にある意味や根拠を考える機会とな

りました。演習からも多様な見方があること

が実際に分かりました。 

・GIGA スクール構想で、急ピッチに情報リテ

ラシーが求められるなか、これまで漠然と理

解していた情報モラルやリテラシーについ

て具体的に理解することができました。公民

館で情報モラルに関する講座も予定してい

ますが、とても参考になりました。ありがと

うございました。 

 
サテライト会場 

 

・分かってはいるが、どのように指導すべきか

が具体的で、すぐに実践できそうな気がした。

校内でも情報モラル教育を推進しなければ

と思いました。 

・１か０の指導は、危険ということがよく分か

った。リスクのグラデーションという視点が

なかった。これは絶対にダメ！的な指導は慎

重でありたい。タイムマネジメントの必要性

を非常に感じた。 

・テキストも見やすく、大変わかりやすい講演

でした。低学年からトラブルを予想して対策

を練る能力を身に付ける必要性を感じまし

た。 

・大人こそ、この情報モラル教育を受けたほう

が良い気がします。よく分かっていないまま

使っている、よく分かっていないまま子ども

に与えている人が多くいると思います。大変

勉強になりました。 

・1 人１台 iPad 所持と家庭への持ち帰りが義

務付けられ、家庭で最も苦慮されていること

は恐らく、iPad の使い過ぎとルールの曖昧

さからくる無力化でしょう。その改善策は、

ルールの曖昧さを考えさせることからはじ

め、具体的な方策を工夫すること。タイムマ

ネジメント力を強化すること。これらは 

iPad を持ち帰らせる現場教師には大変参考

になる内容であったと思います。過去、塩田

准教授の論文を読んだり、LINE と静岡大の

協働教材を活用したりしていましたが、その

時からさらに進化した現代 ICT の問題に適

合した講演内容でした。 
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・情報モラル教育の第一人者から、これからの

情報モラル教育で大切なことを学べました。

特に、授業で活用できる具体的な教材を通し

て、体験できたことで、授業イメージをもつ

ことができました。今回は、講師が塩田先生

ということで、すぐに申し込みました。今回

で４回目でしたが、繰り返し伺うことで、理

解が深まります。また、オンラインによる研

修ということで、すぐに申し込みました。こ

れが集合研修でしたら、参加は見合わせてい

ます。今後も、オンライン研修を継続実施し

ていただければ内容によって受講します。 

・情報モラル教育は日々進化する社会に必須の

課題であるということを改めて感じた講演

でした。ルールの「曖昧さ」が議論のチャン

スとお聞きし、タイムマネジメントのスキル

向上につなげていければと思います。ありが

とうございました。 

・0 か 1 かの発想での指導ではなく、「リスク

のグラデーション発想」で危険を予測する力

を養うことの重要性を知ることができ、とて

もためになる講演でした。 

 

 

                                             

▽視聴覚教育・放送教育全国大会合同大会 生涯学習部会について 

 
令和３年度視聴覚教育・放送教育合同全国大

会は、時代に即した視聴覚教育・放送教育に関

する公開保育・授業の動画配信、実践発表、ワ

ークショップ・セミナー、全体会、研究交流、

教材・機材展示などを行い、最新の視聴覚教

育・放送教育、ＩＣＴ教材・機器に関する情報

を参加者に提供することを目的に開催します。 

今年度も昨年度に引き続き新型コロナウイ

ルスの感染拡大防止のため、令和４年１月２２

日（土）にオンラインにより実施します。 

生涯学習部会の実践発表やセミナーの内容

が下記のように決まりましたので参照下さい。 

 

＜生涯学習部会（全視連担当）＞ 

▽実践発表①②（9：00～10：00） 

テーマ：「教材のデジタル化の取組みと課題／

ビデオテープ教材の今後」 

司会・進行：丸山裕輔（新潟県五泉市立五泉東

小学校長） 

実践発表①（9:00～9：30） 

「千葉県総合教育センターにおける視聴覚

ライブラリー映像資料の DVD 化の取組

み」 

発表者：中根実紀（千葉県総合教育センター

研究指導主事） 

実践発表②（9:30～10:00） 

「デジタル化による教材及び実践事例の活

用促進と、視聴覚機器の有効活用」 

発表者：永瀬 淳（北村山視聴覚教育センタ

ー所長） 

▽セミナー（10:30～12:00） 

テーマ：「ビデオテープ教材の今後を考える

―令和２年度調査研究を踏まえて―」 

司会・進行：丸山裕輔（新潟県五泉市立五泉

東小学校長） 

事例報告： 

中根実紀（千葉県総合教育センター研究指

導主事）＜千葉県の事例＞ 

門脇美智子（仙台市教育局生涯学習課主査

兼社会教育主事）＜仙台市の事例＞ 

長野岳水（栃木県総合教育センター生涯学

習部副主幹）＜栃木県の事例＞ 

方向性に対する意見発表： 

丸山裕輔（新潟県五泉市立五泉東小学校長） 

丹 康浩（盛岡教育事務所主任社会教育主事） 

吉田 元（埼玉県春日部市視聴覚センター

指導主事） 

髙見晴彦（兵庫県丹波篠山市視聴覚ライブ

ラリー係長 

 

その他、全体会（12:00～12:30）が下記内

容により開催されます。 

・主催者挨拶 

・文部科学大臣祝辞 
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・各団体功労者紹介 

・ＮＨＫプレゼンテーション 

午後 13:30 からは公開園・校ごとに公開園

の取組み・意見交流や、公開校の取組み・授業

研究協議が実施されます。 

参加申込は下記より受け付けておりますの、

ぜひご参加よろしくお願いいたします。 

 

参加申込ページ 

https://www.ave-hoso-2021.net/form/ 

 

二次案内ダウロードページ 

https://www.javea.or.jp/soutai/pdf/202

20122_annai-2.pdf?202111211230 

 

 

２次案内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.ave-hoso-2021.net/form/
https://www.javea.or.jp/soutai/pdf/20220122_annai-2.pdf?202111211230
https://www.javea.or.jp/soutai/pdf/20220122_annai-2.pdf?202111211230
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▽えすけーぷ 

先日、地域で中学生の活動を支援している皆さ

んからのご要望で、著作権についてお話をさせて

いただきました。 

 中学校と連携しながら、中学生が校内放送でデ

ィスクジョッキーを行ったり、学校紹介のビデオ

を作成したり、と中学生の発案による取り組みを

地域の大人たちが支援しています。 

 彼らの取組みは、人気のあるラジオの深夜放送

の真似であったり、若者に人気のあるポップスの

グループの曲とダンスを使って学校の紹介を行

ったりと、著作権の関係で大人たちの心配や疑問

がつきまとってきます。 

 学校の教育の一環であったり、無償の上演であ

れば、例外的に無許可で利用できるわけですが、

ビデオに収録してＤＶＤにして近隣の学校にも

配布したいけれども大丈夫なのだろうかと、ＪＡ

ＳＲＡＣに問い合わせてみると、慣れない人にと

っては手続きがとてもハードルが高いものに感

じてしまいます。 

 ＹｏｕＴｕｂｅではいろいろな人が人気の曲

を自分で歌ったり踊ったりしている映像をアッ

プロードしているのだから、気にせず公開してい

いのではないか、とも思うようです。 

 そんな疑問を解消したいということで、依頼を

受け、お話をさせていただきました。 

 説明させていただく中で、皆さんの疑問や難し

いことだという苦手意識を少しは払しょくでき

たかと思います。 

 他人が権利を持つ作品を使うということは、そ

の人の持つ権利を尊重することが重要であり、著

作権を学ぶということは、中学生の人権教育にも

つながります。 

 ただ単に曲やダンスを使って作品を作るだけ

でなく、著作物の利用について中学生と一緒に考

えて、許諾を得る取り組みをしていただきたいと

話を結びました。（ＴＭ）

 

 
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－  
全国視聴覚教育連盟  
〒105-0001 東京都港区虎ノ門 3-10-11 虎ノ門 PF ビル  
TEL：03-3431-2186／Fax：03-3431-2192 
H P：http://www.zenshi. jp/ 
Mail： info@zenshi .jp 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－  
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